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日本化学会秋季事業 第 16回 CSJ化学フェスタ 2026 
プログラム公開，参加登録のご案内

化学フェスタ実行委員会

　2026年 10月 20日（火）～22日（木），東京都江戸川区タワーホール船堀において“日本化学会秋季事業 第 16回 CSJ
化学フェスタ 2026”を開催します。日本化学会秋季事業として 2011年にスタートした CSJ化学フェスタも今年で第 16
回を迎え，「産学官の先端研究者と議論し交流できる場」，「最新の研究や技術開発動向を把握し議論できる場」として好評
をいただき，また公開企画の参加者も年々増え，「産学官の交流深耕」と「化学の社会への発信」を目的とした日本化学会
独自の特長あるイベントとして定着しています。今回も，より魅力的な企画，驚きの企画，参加して良かったと思ってい
ただける企画を準備しています。プログラムを 8月 3日にウェブサイトに公開し，参加登録の受付を開始します。多くの
皆様のご参加をお待ちしております。

会　期 2026年 10月 20日（火）～22日（木）
会　場 東京都江戸川区タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀 4-1-1）
実行委員長 加藤隆史（信州大学/岡山大学/東京大学名誉），山田泰司（花王）
重要な日程 プログラム公開（Web） 8月 3日
 早期参加申込期間 8月 3日～9月 9日
 通常参加申込期間 10月 1日～会期当日
 Web予稿集公開 9月 24日
問合せ先 日本化学会　企画部　矢部・田中・久後・河瀬　E-mail: festa@chemistry.or.jp
ウェブサイト https://festa.csj.jp/2026/

日本化学会第 107春季年会（2027）のお知らせ
第 107春季年会実行委員会

　春季年会は，化学に関する学術の進歩普及・産業の発展および生活の向上を狙いとして，およそ化学という言葉が包括
するあらゆる学問領域や分野からの研究者が一堂に会して日頃の研究成果を発表する場であり，その討論を通じて学術交
流を奨励・促進する場です。第 107春季年会（2027）は，2027年 3月 23日（火）より 4日間にわたり開催します。東京理
科大学　野田キャンパスでの実施を予定しております。最新情報は春季年会のウェブサイト（https://www.chemistry.or.jp/
event/conference/index.html）にて随時公開していきますので，そちらでご覧下さい。本号ではアカデミックプログラム
での発表募集に先立ち，シンポジウムの「特別企画」，「コラボレーション企画」，アカデミックプログラムの特別講演であ
る「外国人の特別講演」，「若い世代の特別講演」の募集についてご案内します。

主　催 公益社団法人　日本化学会
共　催 東京理科大学
会　期 2027年 3月 23日（火）～26日（金）
会　場 東京理科大学　野田キャンパス
実行委員長 郡司　天博（東京理科大学創域理工学部・教授）
内容（予定） 会長講演・表彰式・展示会
 アカデミックプログラム
 ・受賞講演，外国人の特別講演，若い世代の特別講演
 ・口頭 A講演，口頭 B講演，ポスター
 シンポジウム
 ・イノベーション共創プログラム，中長期テーマシンポジウム，アジア国際シンポジウム，特別企画
 併催シンポジウム
 ・会長講演，表彰式，市民公開講座，実験教室，コラボレーション企画，本会委員会主催シンポジウム
重要な日程 講演申込期間　　　　　2026年 11月 2日～11月 26日
 早期参加登録受付期間　2026年 11月 2日～2027年 2月 26日
 プログラム公開日　　　2027年 1月 21日
 予稿集発行日　　　　　2027年 3月 9日
問合せ先 日本化学会　企画部　年会係　E-mail: nenkai@chemistry.or.jp
 URL : https://www.chemistry.or.jp/event/conference/index.html
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各種企画の募集
　通常の研究発表の募集に先立ち，以下を募集します。詳
細な条件や申込書式等は春季年会のウェブサイトにてご確
認下さい。
募集するシンポジウムおよび特別講演
1．特別企画
2．コラボレーション企画
3．外国人の特別講演　候補者
4．若い世代の特別講演　候補者
締切　2026年 9月 4日　締切厳守
応募方法　春季年会ウェブサイトにて要項をご確認いただ
き，応募用ファイルにご記入の上，フォームよりご応募下
さい。

応募先　日本化学会　企画部　年会係
E-mail: nenkai@chemistry.or.jp

アカデミックプログラムで発表予定の方へ
　アカデミックプログラムの口頭 A講演，口頭B講演，ポ
スターの申込および登壇資格は，本会の個人の会員に限り
ます。
　発表予定で未入会の方は，お早めに当会ウェブサイト
（https://www.chemistry.or.jp/application/admission/
index.html）よりご入会の手続きをお願いします。入会手
続きに関するお問合せ先は，下記のとおりです。
問合せ先　日本化学会　総務部　会員グループ
E-mail: member-support@chemistry.or.jp

10月 23日は化学の日 

「2026年版缶バッジ」デザインの募集
　日本化学会，化学工学会，新化学技術推進協会，日本化学工業協会は毎年 10月 23日を「化学の日」，その日を含む 1
週間を「化学週間」と決め，様々な活動を行っています。さらに多くの皆様に「化学の日」に参加していただくことを目
的に，2026年版「缶バッジのデザイン」を募集することになりました。ふるってご応募下さい。

■応募資格　小学生以上なら，どなたでも応募できます。
（1人 1点）
■応募締切　2026年 10月 23日（金）化学の日必着
■応募方法　応募要領に従って作品を制作し，応募フォー
ムよりご提出下さい。
　（1）応募フォーム
　指定の応募用紙（wordファイル）と作品（JPGファイ
ル 2 MB以内，解像度 350 dpi，可能ならば illustratorデー
タ）を送付下さい。応募用紙に直接描いたもの（手描き）
をスキャンしてアップロードいただいても結構です。応募
用紙，作品ともに A4用紙 1枚に収めて下さい。
　（2）団体応募
　学校単位等でのお申し込みの場合は団体申込用紙をご利
用の上，フォームから投稿あるいは CD-ROMに保存しご
郵送下さい。フォームから投稿の場合は団体応募の用紙を
E-mailにてご提出下さい。郵送の場合は，申込用紙，作品
を CD-ROMにデータ保存の上，締切日までに事務局宛に
送付下さい。紙での作品応募は受付できません。
■応募用紙について
　日本化学会ウェブサイトの化学の日のページ「化学の
日・缶バッジデザイン募集」から下記 2点の指定用紙をダ
ウンロードして下さい。
　①応募用紙
　　・  氏名，住所，電話番号，E-mailアドレスなどを記入

して下さい。
　②デザイン画用紙
　・  用紙下部にある該当部門に○印をつけ，氏名，作品コ

ンセプトを記載して下さい。
　・  デザインには下記3つの事項を必ず盛り込んで下さい。
　　1．10月 23日

　　2．化学の日
　　3．アボガドロ定数＝6.02×10 23 mol －1

■作品応募について
①  デザイン画用紙を縦長に使用し，カラーで作成して下さ
い。画材は自由です。直径約 38 mmの円形に縮小され
ることを考慮し，また，外円（点線）部まで色付けし作
図して下さい。

②   PCを使ってデザインされた場合はカラーコード伺う場
合がございますので，各自カラーコードをお控え下さ
い。

■選考方法
　日本化学会の 2026年版缶バッジデザイン選考委員会
（委員長・玉尾皓平 日本化学会元会長）により決定します。
■結果発表
　2026年 12月（予定）。日本化学会ウェブサイト上で発
表いたします。
■採用作品および賞
　最優秀賞（1点）3万円（缶バッジとして採用），優秀賞
（1点）1万円，小・中・高校生特別賞（3点）5,000円分
の amazonギフトカード
■応募についての注意
1．  応募作品は未発表の作品とします。
2．  採用作品は使用の際に若干変更を行う場合がありま
す。

3．  採用作品に関する著作権および意匠・商標出願，登録
等のすべての権利は日本化学会に帰属します。

4．  応募された作品は返却いたしません。
5．  提供いただいた個人情報は日本化学会が管理し，正当
な理由なく第三者への開示，譲渡および貸与すること
は一切ありません。




